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ハハ
スス
モモ
ンン
ヨヨ
トト
ウウ

菖菖
蒲蒲
信信
一一
郎郎

文
字
通
り
の
夜
盗
虫

ヨ
ト
ウ
ム
シ
は
漢
字
で
「
夜
盗
虫
」
と
書

き
ま
す
。
こ
れ
は
成
虫
・
幼
虫
が
夜
に
活
発

に
活
動
す
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、
ハ
ス

モ
ン
ヨ
ト
ウ
に
つ
い
て
も
こ
の
特
徴
は
あ
て

は
ま
り
ま
す
。
こ
の
虫
は
多
食
性
で
、
約
三

〇
科
、
約
一
〇
〇
種
の
植
物
を
食
害
し
ま

す
。ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
は
ア
ジ
ア
東
部
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
か
け
て
分

布
す
る
暖
地
系
の
害
虫
で
す
。
日
本
で
は
昭

和
三
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
日
本
各
地
で

多
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
年
に
よ
っ
て
は

多
く
の
種
類
の
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
て
い
ま
す
。

北
部
九
州
に
位
置
す
る
佐
賀
県
で
は
、
大

豆
、
野
菜
、
花
き
類
な
ど
で
問
題
と
な
り
ま

す
が
、
今
回
は
大
豆
に
お
け
る
ハ
ス
モ
ン
ヨ

ト
ウ
の
性
格
と
防
除
対
策
を
考
え
て
み
ま

す
。ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
性
格

▼
白
変
葉
を
つ
く
る
若
齢
幼
虫

成
虫
（
体
長
約
四
cm
の
蛾
）
は
、
大
豆
の

葉
裏
に
卵
を
数
十
〜
一
〇
〇
〇
個
ほ
ど
を
ま

と
め
て
産
卵
し
ま
す（
卵
塊
、写
真
１
参
照
）。

卵
塊
は
葉
裏
に
あ
る
た
め
、
圃
場
の
外
か
ら

は
見
つ
け
る
の
が
困
難
で
す
。
卵
か
ら
ふ
化

し
た
若
齢
（
一
〜
二
齢
）
幼
虫
は
そ
の
周
辺

に
群
が
り
、
表
皮
を
残
し
て
葉
を
食
害
し
ま

す
（
写
真
１
）。
こ
の
た
め
、
食
害
葉
は
白

く
す
け
て
み
え
、
白
変
葉
と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
白
変
葉
は
、
圃
場
の
外
か
ら
で
も
た
や

ハスモンヨトウ
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写真2 大豆圃場内の白変葉

写真1 大豆の葉裏に産卵された卵塊
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す
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

２
）。▼

葉
を
網
目
状
に
食
い
荒
ら
す

中
〜
老
齢
幼
虫

中
齢
（
三
〜
四
齢
）
以
上
に
な
っ
た
幼
虫

は
し
だ
い
に
散
ら
ば
り
、
硬
い
葉
脈
を
残
し

て
葉
を
網
の
目
状
に
食
い
荒
ら
し
ま
す
（
写

真
３
、
４
）。
幼
虫
の
食
害
量
の
九
〇
％
以

上
が
、
成
長
し
た
老
齢
（
五
〜
六
齢
）
幼
虫

に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
幼
虫
が
大
き
く

な
る
に
つ
れ
被
害
が
急
激
に
増
加
し
ま
す
。

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
幼
虫
は
、
齢
が
進
み
大

き
く
な
る
と
薬
剤
の
効
果
が
低
下
し
ま
す
。

ま
た
老
齢
幼
虫
は
、
主
に
昼
間
は
株
元
に
生

病害虫の的確防除

現代農業2000.6

広告
たて
1/3

写真3 ハスモンヨトウ中～老齢幼虫

写真4 ハスモンヨトウの被害をうけた大豆圃場
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息
し
、
夜
間
食
害
す
る
た
め
、
防
除
が
困
難

と
な
り
ま
す
。
老
齢
幼
虫
は
土
中
で
蛹
と
な

り
、
そ
の
後
羽
化
し
て
成
虫
に
な
り
ま
す
。

▼
多
発
生
し
や
す
い
条
件

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
発
生
量
は
、
年
に
よ

り
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
過
去
の
デ
ー
タ
を

図
に
示
し
て
い
ま
す
が
、
夏
か
ら
秋
が
平
年

よ
り
暑
い
年
に
（
こ
の
よ
う
な
年
は
雨
も
少

な
い
場
合
が
多
い
）、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に

よ
る
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

主
な
原
因
と
し
て
高
温
（
少
雨
）
年
は
、
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
餌
と
し
て
の
大
豆
の
生
育

が
良
く
、
し
か
も
こ
の
虫
の
増
殖
率
が
高
く

な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

▼
防
除
適
期
は
白
変
葉
散
見
時

上
記
の
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
性
格
か
ら
、

こ
の
虫
が
中
〜
老
齢
幼
虫
の
時
（
写
真
３
、

４
）
に
防
除
を
行
な
っ
て
も
す
で
に
手
遅
れ

で
、
防
除
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
若
齢

幼
虫
が
増
加
し
て
い
る
時
、
つ
ま
り
圃
場
で

白
変
葉
（
写
真
２
）
が
散
見
さ
れ
る
時
に
防

除
を
行
な
う
の
が
最
も
効
果
的
で
す
（
適
期

防
除
）。

白
変
葉
が
散
見
さ
れ
る
圃
場
に
お
い
て
、

大
豆
の
生
育
が
良
好
な
場
合
（
播
種
後
一
カ

月
以
上
が
経
過
）
や
、
こ
の
時
期
に
気
象
予

報
で
高
温
少
雨
が
予
想
さ
れ
て
い
た
り
、
フ

ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
の
成
虫
捕
獲
数
が
増
加

し
て
い
る
場
合
は
特
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

佐
賀
県
の
秋
大
豆
（
標
準
播
種
期
は
七
月

上
旬
）
で
は
、
白
変
葉
は
通
常
八
月
中
〜
下

旬
頃
か
ら
圃
場
で
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

（
生
育
ス
テ
ー
ジ
が
進
ん
だ
早
播
き
大
豆
で

は
も
う
少
し
早
い
）、
一
回
目
の
防
除
適
期

と
な
り
ま
す
。

▼
残
暑
が
厳
し
い
年
は

追
加
防
除
も
検
討

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
発
生
は
年
次
間
差
が

大
き
く
、
一
回
目
の
適
期
防
除
を
行
な
っ
て

も
、
そ
の
後
の
追
加
防
除
の
必
要
回
数
は
年

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
上
記
の
大
豆
圃
場

で
の
白
変
葉
、
大
豆
の
生
育
状
況
、
気
象
予

報
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
で
の
成
虫
捕
獲

ハスモンヨトウ・イネのウンカ類
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佐賀県におけるハスモンヨトウによる大豆の被害度（棒グラフ）と8～9月の平均気温（折れ線
グラフ）との関係
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数
な
ど
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
、
必
要
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
早
急
な
追
加
防
除
が
必

要
で
す
。

佐
賀
県
の
大
豆
で
は
九
月
に
入
っ
て
も
、

残
暑
が
厳
し
い
年
は
、
再
び
白
変
葉
が
増
加

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
九
月
も

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
発
生
に
は
注
意
が
必
要

で
あ
り
、
引
き
続
き
白
変
葉
な
ど
の
観
察
を

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
莢
伸
長
期
以
降
は
、
カ
メ
ム
シ
類
と

の
同
時
防
除
も
考
慮
し
て
、
適
切
な
殺
虫
剤

を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に

効
果
が
高
く
か
つ
天
敵
類
へ
の
影
響
も
少
な

い
Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
は
、
カ
メ
ム
シ
類
に
は
効
果
が

な
い
こ
と
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。何

よ
り
も
白
変
葉
発
見
が
第
一

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
防
除
適
期
で
あ
る
白

変
葉
が
散
見
さ
れ
る
時
は
、
ま
だ
幼
虫
の
発

生
が
目
立
た
ず
、
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
油
断
し
て
防
除
が
手
遅
れ
に
な
る
場
合

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
白
変
葉
が
散
見
さ
れ

る
時
を
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
た
う
え

で
、
上
記
の
気
象
予
報
な
ど
か
ら
総
合
的
に

検
討
し
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
早

急
に
防
除
を
行
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
こ
と
が
結
果
的
に
、
必
要
最
小
限
か
つ
効

果
の
高
い
防
除
の
成
功
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
佐
賀
県
農
業
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
）

イイ
ネネ
のの
ウウ
ンン
カカ
類類

星星
野野
　　
滋滋

長
期
残
効
型
箱
粒
剤
の
使
用
は

小
力
に
な
る
か
？

六
月
と
な
り
、
田
植
え
も
終
わ
り
、
田
ん

ぼ
の
イ
ネ
は
青
々
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
近
頃
、
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
箱
粒
剤
、
プ
リ

ン
ス
粒
剤
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
長
期
残
効
型

箱
粒
剤
（
以
下
、
箱
粒
剤
と
い
う
）」
を
使

っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
セ
ジ
ロ

病害虫の的確防除
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